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 要 旨 
背景： 
安静時心拍数は循環器疾患発症/死亡の予測因子であるが、心拍数の疫学および社会病因

学に焦点を当てた研究はほとんどなかった。 
方法： 

The Record Study (7,158 人、2007-2008 年、パリ、フランス)を用いて、安静時心拍数と

関連する個人および隣人の社会経済学的因子を分析し、社会的劣勢と安静時心拍数の関係

に寄与する、精神的因子 (うつとストレス)、行動 (スポーツによるエネルギー消費、投薬、

飲酒、コーヒー、喫煙)、生活人体測定因子 (BMI、腹囲、年少期の環境暴露のマーカーと

して下肢長)、生物学的因子 (アルカリホスファターゼ[ALP]、γグルタミルトランスフェラ

ーゼ[γGTP])それぞれについて評価を行った。 
結果： 
個人および隣人の社会経済的因子をスコアとして加えると、安静時心拍数は社会経済的

に劣勢になるに従い増加した：最も低い劣勢カテゴリーと比較して、+0.9 (95％信頼区間

+0.2、+0.6)、+1.8 (+1.0、+2.5)、+3.6 (+2.9、+4.4) bpm。社会経済的劣勢と安静時心拍数

との関連のうち 21%はスポーツによるエネルギー消費により説明され、9%は腹囲、7%はγ

GTP、5%は ALP、そして 3%は下肢長により説明された。 
結論： 
更なる研究により、社会経済的劣勢の安静時心拍数に与える影響、および社会的格差が

循環器疾患発症/死亡に与える影響の機序について明らかにすべきである。 

 




